
広川町立津木中学校　環境整美委員会

　ゲンジボタル保護班

●活動の概要

●団体名・クループ名

●活動の場所 ●活動したこどもの人数

●活動したこどもの学年

2004

優秀賞

和歌山県有田郡広川町
本校校内における広川沿いの14地点、
本校のホタル飼育小屋及び
校内のホタル飼育水槽等

20人

中1～3年

本校では、平成元年より郷土の自然を愛し進んで水環境を保全する態度を育てるために、当時少

なくなりかけていたゲンジボタルの人工飼育と幼虫の放流、ホタル保護を呼びかける活動を始め

ました。平成8年よりホタル数の増減を正確に知るために、全校生徒で校区内14地点において毎

晩ホタルを観察し、定点個体数調査を行っています。ホタルの成虫を300匹ほど飼育箱に入れ産

卵させ、毎年約7～8万匹のホタルの幼虫を孵化させ広川の各地に放流したり、研究用に飼育して

います。また校区内30ヶ所にホタル保護カンバンを2ヶ月間設置し、地域に保護を呼びかけます

。平成11年から総合的な学習の時間において、「ホタルの生息に適する環境とは何か」「ふるさ

との広川の水環境を保全するにはどうしたらよいか」をテーマにし、「水」を柱とする環境保全

学習を行っています。活動内容は水生生物調査による水質判定、CODパックテスト（化学的酸素

消費量調査）、PHパックテストでの水質調査、ホタルのエサとなる巻き貝カワニナの生息数や生

態調査、川底や川岸の状態と魚・植物の種類の調査です。調査結果は、学習発表会や学校HP、町

広報誌等を通じて、情報発信しています。

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/monthly16/kyouikujimu/arida7/

arida7.html

�◆審査委員の評価ポイント

ホタルを環境の指標としてとらえ定点固体調査、水質調査を軸に、広く、保全のための資料をつくり
、幼虫も放流している事は高く評価できる。
特に、以下の点は審査委員から個別の評価を受けている。
・15年以上にわたるホタルの保護を目標とした水辺環境の調査、水質浄化実験等の成果
・水をテーマにした環境保全学習を、体験、調査研究など科学的な視点も入れて行っている点
・水環境の取り組みとホタルの保全の取り組みとが相互に補完している点
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